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投資家フィッシャーの投資原則をサポートベクトルマシン等の数理モデルと

AHP や飽和集合を用いて分析を行い,  彼の投資原則の有用性を検証する手法を

提案していく. 

 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

日本経済は 1990年のバブル崩壊後から失われた 20年と言われるように経済成長は

ほとんどしていない. 2011年度の 4-6月期の GDPの実質成長率が年率換算で 1. 3%減
となり, 三四半期連続でマイナスとなった. 2010年度日本の GDP実質成長率が 3. 94%
であり, 世界各国 182カ国で 93位であった. 2011年度は日本の GDPの実質成長率は当

初政府見通し 1. 5%だったが, 震災の影響から 0. 5%に下方修正された. 昨年の各国の

GDPの数値から推察するに, 先進諸国では最下位となる可能性が高い.  
 国内市場の拡大と共に国内企業も成長していった. しかし今後日本のGDPが伸びる

可能性は薄く, 国内市場は縮小傾向となる. この縮小される日本の市場で日本企業は

成長しなくてはならない.   
企業の成長は多くの要因が複雑に絡まって起こる. それらの主要要因を見つけ, 定

量的に分析することは難しい. そこで本研究では企業の成長するための主要因を明ら

かにするために, フィッシャー(Philip Arthur Fisher:1907-2004)の投資理論, サポートベ

クターマシン, 飽和集合列挙集合, AHP を用いて, 何が企業の成長要因になるのかを

検証する手法を提案する.  

2. サポートベクトルマシンサポートベクトルマシンサポートベクトルマシンサポートベクトルマシン 

 サポートベクターマシン(Support Vector Machine:SVM)は 1960年代に[Vapnic]ら[4]に
よって提案された超平面による特徴空間の分割法から始まり, ここから線形サポート

ベクターマシン(Linear Support Vector Machine:LSVM)が誕生した. 線形サポートベク

ターマシンは線形分離可能である場合は良い認識率を達成することが出来るが, 全て

の問題を線形分離可能であることはない[2].  
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 一般的には線形分離が不可能である場合が多い. 線形分離不可能であるときの対応

として, 非線形サポートベクターマシンがある. 非線形サポートベクターマシンの主

な手法にソフトマージン法と写像を利用するものがある. ソフトマージン法は識別面

よりも他群への侵入を許可するものである. 写像を利用するものは写像 HRn →:φ
を用いて,  サンプルデータをより高次元な H に写して, H 上で線形分離を行うもので

ある. しかし写像を用いた場合,  空間 H の次元が大きいと計算時間がかかる. そこで 

)()(),( jiji xxxxk φφ ⋅= となるような, カーネル関数 K が存在するなら, カーネルト

リックと呼ばれる手法により計算量を少なくすることが出来る.  
 

提案する手法では, 検証する成長要因の個数で次元が変化するが, フィッシャー成

長要因が 15 個であることから, 彼の投資理論から考えると次元の最大数は 15 次元と

なる. 飽和集合列挙を始めの段階で使用する場合は 10 個以下の次元となる可能性も

ある.  
数値として初めから判断することが出来るフィッシャーの成長要因はある程度き

れいに分離できることが予想される. 成長要因の判断基準が数字ではなく, 判断する

人の主観に任される部分は AHP を用いて数値化する.  

 全体として数値で判断することが出来る部分は多いため, [成長できる企業]と[成

長できない企業]との振り分けることは成功すると予想される. 項目ごとの振り分け

も行うため, どの項目が全体の振り分け結果とかいりしているかも判断できる.  

3. 飽和集合飽和集合飽和集合飽和集合 

飽和集合列挙とはデータベースから特徴的なパターン･ルールを列挙する方法であ

る. 頻出集合の情報を失わずに, 不要な頻出集合を排除し解を絞り込むことが出来る.  

すべての頻出集合が「その頻出集合がどのトランザクションに含まれているか」に注

目してグループ分けをする. すると各グループの極大元は必ず唯一に定まる. 唯一に

定まった極大元を飽和集合と呼ぶ.  

 飽和集合を全て列挙すれば, 各グループから 1 つずつ代表を列挙したことを意味し, 

頻出度合い, および含まれるトランザクションの組に関しては, 全ての可能性を網羅

することができる. 以下に例を示す[3].  

 

トランザクションデータベース 

(このデータベースは1つの項目が1つの行に対応し, 各行に書かれた数値がその項目

に含まれるアイテムに対応する) 
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T1 [ 1  2  3  4  5    7] 
T2 [              4  5  6 7] 
T3 [     2  3  4  5]  
T4 [     2      4  5    7] 
T5 [ 1  2  3] 
T1, T2, T4に含まれるアイテムの集合で最も大きなものは{4 5 7}であり, これが飽和

集合である. この飽和集合がこのグループにおいての最大の特徴的なパターンとな

る.  

 

 与えられたデータベース T とサポート値 ))(( θθ ≥PT を満たす)に対して頻出飽和

集合を全く漏らさず, かつ重複なく列挙する問題を頻出飽和集合列挙と呼ぶ. この問

題を解くアルゴリズムに極大クリーク列挙アルゴリズムから派生した出力数多項式時

間アルゴリズム(LCM)や頻出集合に列挙を基礎とするものがある[3].  

 
飽和集合列挙を利用することで, フィッシャーの成長要因と実際成長している企

業の要因との関係を見つけることが出来る.またフィッシャーの成長要因において特

徴的に似ているものを抽出して絞り込むことも出来ると考えている. 要因を絞り込む

ことで, サポートベクターマシンの計算量を減らすことが出来る. 飽和集合を使う箇

所を変える事で成長要因の検証に関して, 様々な視点を持つことが出来るとも考えら

れる.  

4. 研究研究研究研究 

 フィッシャーの成長要因は全部で 15項目存在する[1]. フィッシャーの企業の成長

要因が実際に成長している企業の要因とどれだけ共通性を持つか, または違うものに

なるかの検証手法を提案する.   

 
SSSStep 1tep 1tep 1tep 1....    企業のデータベースを作成する企業のデータベースを作成する企業のデータベースを作成する企業のデータベースを作成する....    

SSSStep tep tep tep 2222....    企業のデータベース企業のデータベース企業のデータベース企業のデータベースだけでは指標が足りない場合だけでは指標が足りない場合だけでは指標が足りない場合だけでは指標が足りない場合, AHP, AHP, AHP, AHP を使いを使いを使いを使い,,,,    

教師データを作成する教師データを作成する教師データを作成する教師データを作成する....    

SSSStep 3. tep 3. tep 3. tep 3. step step step step 1111 とととと step step step step 2222 からからからから得られたデータを得られたデータを得られたデータを得られたデータを用いて用いて用いて用いて SVMSVMSVMSVM でででで,,,,        

成長する企業と成長しない企業に振り分ける成長する企業と成長しない企業に振り分ける成長する企業と成長しない企業に振り分ける成長する企業と成長しない企業に振り分ける....    

SSSStep 4.tep 4.tep 4.tep 4.    分けられたグループ内の特徴を飽和集合分けられたグループ内の特徴を飽和集合分けられたグループ内の特徴を飽和集合分けられたグループ内の特徴を飽和集合列挙で列挙で列挙で列挙で抽出する抽出する抽出する抽出する....    

SSSStep 5.tep 5.tep 5.tep 5.    抽出された特徴と抽出された特徴と抽出された特徴と抽出された特徴とフィッシャーのフィッシャーのフィッシャーのフィッシャーの 15151515 項目との共通性とかいり項目との共通性とかいり項目との共通性とかいり項目との共通性とかいり性を探る性を探る性を探る性を探る....    

 

stepstepstepstep5555....のののの説明説明説明説明    

フィッシャーの投資原則を判断基準に企業のデータベースを用いて, SVM で 成長す

る企業と成長しない企業に振り分ける. そこで振り分けられた結果と企業のデータベ

ースからのみ得られた結果が似たようなグループ分けであれば, フィッシャーの投資

原則が成長企業の要因となることが検証できる. また得られた結果が異なるものであ

れば, どの要因が実際の結果とかいりしているかを判断することが出来る. そのため

フィッシャーの成長要因 15 項目を個別に検証する必要がある.  

 

5. 今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開 

成長している企業の要因とフィッシャーの成長するための要因 15 個がどのぐらい

共通性を持つか, 大量の企業データから今回の提案手法の有用性を検証する. 

この問題は線形分離が不可能である可能性が高いため, その対応として非線形サ

ポートベクターマシンで考える必要がある. フィッシャーの成長要因だけに関して飽

和集合列挙を用いれば, 彼の投資原則において本質的な成長要因を見つけることも出

来る.  

またサポートベクターマシンによって成長する企業, 成長しにくい企業など振り

分けられた場合, 属している位置から適切な戦略の指針となるものを提案する必要性

がある.  

 フィッシャーの投資原則において, 今回の提案手法の有用性を検証できれば成長に

関してすでに提案されている別の要因も検証することもできる. これにより最も適切

な成長要因の組み合わせを発見することができる可能性もあり, 企業の成長要因の複

雑さを解消する新たな手法となる可能性がある. 
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